








要約　市町村における母子保健事業の効率化について、基本となる概念設計を主体とした

研究を方向づけた。そのため、「いま何故、市町村母子保健事業の効率的実施が問われる

のか」の課題を設定し、地域科学、政策科学、情報科学等の視点から背景構造および動向

について分析を試みた。さらに、概念設計に必要な基本項目、課題点、効率的実施の方針

および今後予測される諸点の検討を通じ、温もりのあるパイロット地域モデル研究の基礎

的条件を明らかにした。


